
私
の
勤
務
す
る
上
沢
渡
・
四
万
森

林
事
務
所
は
、
群
馬
県
吾
妻
郡
中
之

条
町
に
所
在
し
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
が
で
き
る
有
笠
山
や
星
を
見
に

訪
れ
る
人
が
日
本
一
多
い
と
い
わ
れ

て
い
る
ぐ
ん
ま
天
文
台
が
あ
る
子
持

山
を
含
む
、
上
沢
渡
森
林
事
務
所
四

千
七
百
ha
と
四
万
森
林
事
務
所
八
千

六
百
ha
の
国
有
林
を
一
般
職
員
と
共

に
管
理
し
て
い
ま
す
。

両
管
内
と
も
温
泉
地
が
あ
り
、
上

沢
渡
に
あ
る
沢
渡
温
泉
郷
は
、
群
馬

県
医
師
会
温
泉
研
究
所
付
属
沢
渡
病

院
が
あ
り
私
た
ち
の
職
場
に
も
関
係

し
て
い
る
レ
イ
ノ
ー
病
の
温
泉
療
法

や
草
津
の
仕
上
げ
湯
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
四
万
温
泉
は
「
千
と
千

尋
の
神
隠
し
」
で
舞
台
と
な
っ
た
宿

や
入
母
屋
造
り
の
玄
関
で
創
業
五
百

年
の
宿
な
ど
数
多
く
の
老
舗
旅
館
が

あ
り
、
沢
渡
・
四
万
温
泉
共
に
仕
事

や
旅
疲
れ
の
方
々
を
癒
や
し
て
く
れ

る
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
管
内
に
草
津
温
泉
と
沢
渡

温
泉
を
結
ぶ
暮
坂
峠
が
あ
り
、
こ
の

峠
を
「
若
山
牧
水
」
が
大
正
11
年
10

月
20
日
に
越
え
た
時
の
印
象
を
詠
っ

た
「
枯
野
の
旅
」
を
残
し
ま
し
た
。

こ
の
日
に
ち
な
ん
で
毎
年
10
月
20
日

は
、
牧
水
詩
碑
の
前
で
牧
水
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
の
暮

坂
峠
は
、
カ
ラ
マ
ツ
や
広
葉
樹
の
紅

葉
が
素
晴
ら
し
く
、
当
日
は
な
め
こ

汁
が
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
ま
す
の
で
是
非

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

管
内
で
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
複

数
年
契
約
（
２
ヶ
年
）
に
よ
る
森
林

環
境
保
全
整
備
事
業
と
し
て
、
列
状

間
伐
と
保
護
伐
の
木
材
生
産
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
森
林
環
境
保
全
整
備

事
業
を
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
法
に

基
づ
く
民
間
競
争
入
札
（
市
場
化
テ

ス
ト
）
に
よ
り
複
数
年
の
契
約
に
す

る
こ
と
で
、
事
業
の
安
定
化
を
図
る

と
と
も
に
、
作
業
日
報
を
基
に
関
係

者
で
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
洗
出
し
や

改
善
策
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
効
率
的
な
森
林
整
備
に
取
組
み
ま

す
。
今
年
は
そ
の
前
年
度
で
面
積
約

90
ha
材
積
約
１
万
㎥
の
間
伐
木
等
の

調
査
を
予
定
し
て
お
り
、
よ
り
よ
い

森
林
に
な
る
よ
う
に
署
の
担
当
者
と

打
合
せ
を
行
い
事
業
実
行
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
か
ら
中
之
条
町

四
万
駒
岩
地
区
森
林
整
備
推
進
協
定

の
森
林
共
同
施
業
団
地
を
設
定
し
、

民
有
林
お
よ
び
国
有
林
の
区
域
に
制

限
さ
れ
な
い
一
体
的
・
効
率
的
な
森

林
作
業
道
の
開
設
を
行
い
相
互
利
用

に
よ
る
森
林
整
備
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

を
図
り
、
計
画
的
な
木
材
供
給
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
林
業
振
興

に
も
資
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
今

年
は
更
新
１
年
目
と
し
て
、
県
、
中

之
条
町
や
森
林
組
合
の
民
有
林
関
係

者
と
国
有
林
で
情
報
交
換
を
行
い
、

よ
り
一
層
の
森
林
整
備
に
努
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

森
林
内
で
は
、
カ
モ
シ
カ
・
ク
マ

な
ど
に
よ
る
樹
木
の
剥
皮
被
害
・
食

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
被
害
防
止

の
た
め
、
大
径
木
等
に
は
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
が
原
料
で
生
分
解
性
で
あ
る
テ
ー

プ
を
幹
に
巻
き
、
幼
齢
木
に
は
単
木

を
保
護
す
る
網
や
区
域
で
保
護
す
る

柵
を
設
置
し
被
害
を
防
い
で
い
ま
す
。

森
林
官
と
し
て
ま
だ
経
験
も
浅
く

至
ら
ぬ
点
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
よ
り
よ
い
森
林
づ
く
り
を
目
指
し
、

い
つ
か
生
ま
れ
た
地
域
（
静
岡
県
）

の
森
林
整
備
に
生
か
せ
た
ら
と
思
い

ま
す
。
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